
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

新規雇用
障がい者数

施策展開

３－(2)　経済の自立的発展を支える担い手の確保

（イ）高齢者・障がい者の就労等の支援

ア　県内経済を支える労働力の確保

成果目標の達成状況

項目 H26末

―

合計 6,167 6,167

補正予算
25人 15人 未達成

事業参加企業における新規雇用障がい者数：25人
設定理由：過去の実績から、合同企業説明会に参加する求職者を250人と見込み、うち１割の就職を目指す）

Ｈ28 H29
目標

H27末
目標 成果 達成状況

―

3,495

障がい者の就労を支援するため、事業所を対象とした障がい者雇用普及啓発セミナーや、求職者と企業の出会いの場となる合同企業説
明会を開催し、障がい者の雇用の促進を図る。

・ハローワークを通じた障がい者の就職率：55％
・ハローワークを通じた障がい者の就職件数：1,957件（平成26年度　長野労働局発表）
・民間企業における障がい者実雇用率：1.98％
・うち、法定雇用率達成企業の割合：59.5％
・法定雇用率適用企業で雇用される障がい者数：5,603人（H27.6.1現在　長野労働局発表）

3,495

合計（A) 6,167
―

29年度

6,167

当初予算

事業番号 07 06 14 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 障がい者と企業の出会いの場創出事業費 担
当
課

部局 産業労働部

課・局・室 労働雇用課

２　雇用の促進　３　働きやすい職場づくりの推進 実施期間 H28 ～

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

関係支援機関とともに、民間企業における障がい者雇用を促進するため、県が主体的に取り組む
必要がある。

総合５か年
計画

プロジェクト  ５－４－３　雇用・社会参加促進プロジェクト E-mail rodokoyo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
１－６　職業能力の開発と安心できる雇用・就業環境づくり

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・
確かな暮ら
し実現総
合戦略

信州創生の基本方針 ４－５　信州創生を担う人材の確保・育成

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績
H28 H29

（当初） （決算） （当初）

障がい者と企業の出会いの場創出事業 委託

・企業における障がい者雇用の促進と障がい者の就業
希望実現のための合同企業説明会の開催
・事業所の人事労務担当者等を対象とした障がい者雇
用普及啓発セミナーの実施
（委託先：（株）綜合キャリアトラスト）

6,167 6,167 3,495

6,167

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度

Aの
財源

6,167 3,495

0 0 0

3,495

概　算
人件費

0.50 0.50 0.50

4,138

0 6,167

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

障がい者の就労支援及び県内企業における障がい者雇用の促進を図るため、障がい者の就労を支援する専門機関等と連携した合同企
業説明会や県内事業所を対象とした障害者雇用への理解を深めるセミナーを引き続き実施する。

目標に対
する成果
の状況

合同企業説明会（最終開催：平成29年３月）開催後、直ちに雇用にまで結びつかない事例もあり、新規雇用障がい者数は目標を達成でき
なかったが、職場見学を実施した企業が６社、職場実習を実施した企業が５社と、雇用の前段階に至った企業もあり、障がい者の雇用促
進につながった。

 概算事業費（B（A）+C） 4,138 10,124 7,452

3,957 3,957

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

6,167 6,167
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